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鉄骨考古学によるイギリス植民地時代の建築年代特定に関する研

究 その７ 
オーストラリアにおける鉄骨を使用した植民地期建築 

The Study of Dating Buildings of British Colonial Era by Attributes of Steel Flames and Other Iron 
Structural Part 7 
Colonial Buildings using Steel Flames and Other Iron Structural Part in Australia 
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Abstract 
Unlike monumental architecture, vernacular architec-
ture such as houses and shops have not been evaluated 
very much in their role in cultural history, but these are 
potentially very important in the understanding of the 
culture, and in generating pride of native culture. The 
objective of this paper is to get information of a key to 
dating vernacular architecture in the British Period in 
developing countries in Asia by collating documents 
suggesting structure history with chronological method 
using iron/steel parts. The subjects of this time are 
structures in the British Period in Sydney, Melbourne 
and Geelong because there are more documents about 
historical architecture than other former British colonies 
in Asia. It is suggested to narrow the width of the year 
of manufacture of iron/steel parts by making a compar-
ison between inscriptions of company names of 
iron/steel parts and transition of company names listed 
in directories.  
 

1. はじめに 

1.1. 研究の背景と目的 

本報は、「鉄骨考古学によるイギリス植民地時代の建築

年代特定に関する研究」参 1～6)の一環として、オーストラ

リアの 3 都市における鉄骨を使用した植民地期建造物を

対象とし、社名変遷による鉄骨部材の製造年代推計方法

の検討を目的としている注 1)。 
これまでの研究では、シンガポール・マレーシア・バ

ングラデシュにおける現地調査などを行い、①製鉄会社

のカタログを入手できる場合、または②鉄骨部材に製鉄

会社の社名やトレードマークといった刻印が確認できる

場合において鉄骨部材の製造年代を推計し、鉄骨考古学

による編年が適用できる可能性があることが分かった。

それぞれの推計方法は、①実測調査したイギリスのドー

マン・ロング社製のＩ型鋼と同社の 1800 年代から 1900
年代のカタログにおいて断面形状を比較する、②調査し

た鉄骨部材に確認された製鉄会社の刻印を会社の存続期

間等の記録と照合する、というものである。これまでに

行った現地調査におけるイギリス植民地期建築で確認す

ることができたイギリスの製鉄会社のうち、複数年のカ

タログを入手できているのはドーマン・ロング社のみと

なっており、鉄骨考古学を発展させるためには②の方法

を模索する必要がある。よって今回は、特に②の方法に

おける社名の変遷に着目する。 
イギリス植民地としての歴史を持つオーストラリアに

は、その影響を受けた植民地時代の建築が今も数多く

残っている。 
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植民地時代にイギリスから輸入されたアイアン・レー

スで外観を装飾した住宅や、鋳鉄柱や鋳鉄製の小屋組を

使用した駅舎など、鉄骨部材の使用も多くみられ、これ

らは当時のイギリスとの関わりや文化、産業などを紐解

くうえで重要な役割を果たす。また、オーストラリアで

は歴史的建造物の保存活動も進んでおり、文書記録も多

く残っていることから、建設年代が分かっている植民地

期建築も多くある。今回はシドニー、メルボルン、ジー

ロングの 3 都市の植民地期建築を対象とする。 
植民地期建築の編年方法のひとつとして、住所録から

社名の変遷を追い、鉄骨部材の製造年代推計方法を確立

することができるのではないかという仮説を検討・考察

し、また、どのようなイギリスの製鉄会社の製品が使用

されていて影響を及ぼしていたか調査することで今後の

鉄骨考古学に関する知見を得ることを今回の目的とする。 
1.2. オーストラリア植民地と植民地期建築の歴史 
オーストラリア植民地の主な略歴を表 1 に示した。 
シドニー（ニューサウスウェールズ）は流刑植民地と

して入植が始まったため、都市建設の主な労働力は囚人

であった。オーストラリア最初の建築家といわれるフラ

ンシス・ハワード・グリーンウェイ（Francis Howard 
Greenway）はエマンシピスト（囚人あがりの市民をエ

マンシピストと呼んだ）であり、1816 年から 1820 年に

かけて聖ジェームズ教会をはじめとする数々の建物を設

計した注 3)。1830 年代は植民地が好景気になり、建築家

によって数多くの作品が残された。 
メルボルン（ビクトリア）は 1835 年に牧羊地帯とし

ての可能性を見込まれ入植が始まるが、その後のゴール

ドラッシュも相まって短期間で驚異的な発展を遂げた。

金の採取を目的にメルボルンへやってきたイギリスの建

築家ジョセフ・リード（Joseph Reed）は本職で成功し、

1855年から 1880年にかけてメルボルン市庁舎や博覧会

ビルなどを次々に設計した注 4)。ゴールドラッシュの最盛

期にあたる 1851 年から 1860 年の間、メルボルンでは急

激な人口の増加（表 2）に住宅や建築の供給が追い付か

ず、プレハブ式鉄製の小さい家やテント張りの家を建て

て急場を凌いだが、この頃の建築用鉄製品はイギリスか

ら輸入された注 6)。1880 年代はオーストラリア、特にビ

クトリアの好景気の時代で、メルボルンでは 1887 年か

ら 88 年にかけて都市近郊の地価が急騰し、住宅が過剰

に建築され、住宅価格や家賃も高騰した注 7)。 

1.3. 調査内容と方法 
2017 年 3 月に 1 週間オーストラリアに滞在し、ニュー

サウスウェールズ州の州都シドニー、ビクトリア州の州

都メルボルン、ビクトリア州の第二の都市ジーロングの

各都市にある植民地時代の建築を訪れた注 8)。建物の内部

に入れるものに関しては内部も見学し、可能な場合は実

測調査も行った。この際に確認できたオーストラリアの

製鉄会社の刻印について、今回はシティ・オブ・シドニー

のホームページより閲覧することができる『Sands 
Sydney, Suburban and Country Commercial Directo-
ry』（以下 Sands Directory）を使用して調査を進め

た注 9)。この住所録を用いて、鉄骨部材の刻印から確認さ

れた製鉄会社の社名変遷を追い、その植民地期建築の建

設年などと照合し、鉄骨部材の製造年代推計を試みた。

また、文献調査により建築の背景や製鉄会社の情報を調

べた。 
訪れた建築は、イギリス植民地時代に建設されたもの

で、その中でも鉄骨部材を使用したものである。オース

トラリア建築における鉄製品による装飾に関しては、中

村幸吉らが『オーストラリアにおける装飾鋳鉄鋳物』と

題して紹介しているが参 8)、鋳鉄柱やＩ型鋼などの鉄骨部

材に関する報告は見られない。 
今回訪れた建築の建設年はおおよそ 1853～1906 年と

されている。これはゴールドラッシュによって急増した

植民地の人口に対応するために多くの建築が建設された

時期から、植民地としての歴史を終えるまでの時期にあ

たり、それまで本国イギリスからの輸入によって補って

いた鉄骨部材が国内生産に変わっていく過渡期の建築を

みていくこととなる。 
以下、ニューサウスウェールズ州のことを NSW と表

記する。 

年 出来事
1788年 シドニー・コーブ（ニューサウスウェールズ）への入植開始

1835年 ポートフィリップ湾（ビクトリア）への入植開始

1839年 メルボルンの町を設計、建設
1851年 ニューサウスウェールズ、メルボルンで金鉱発見
1856年 メルボルン～ロンドン間に最初の蒸気帆船就航
1883年 ニューサウスウェールズ～ビクトリア間の鉄道連結
1901年 オーストラリア連邦結成

1851年 1861年
総人口 437,665 1,164,149

ニューサウスウェールズ 197,265 357,362

ビクトリア 97,489 539,764
タスマニア 69,187 89,908

南オーストラリア 66,538 130,812
西オーストラリア 7,186 15,936
クイーンズランド － 34,367

表 1. オーストラリア植民地の主な略歴注 2) 

表 2. オーストラリア植民地人口の変移注 5)  （単位：人） 
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2. シドニーにおける植民地時代の鉄骨建築 

2.1. The Grissell Buildings 

ロンドンの製鉄会社 Henry and M D Grissell によっ

て 1855 年頃に製造され、1989 年に現存場所より 300m
西にある Australian Consolidated Industries（1939～
1982）の所有地で見つかったが、この建物がオーストラ

リアに輸入された経緯については分かっていない注 10)。

この敷地は 19 世紀後半までは未開発であったが、19 世

紀の終わりには二つの醸造所が操業しており注 10)、当時

の施設がその後所有者を変えながらも残っているものと

考えられる。オーストラリア最大の美術や遺産の保存民

営事業のプライベートビジネスである International 
Conservation Services によって保存・修繕が行われた

（写真 1.1）。現敷地での再築に当たって、オリジナルの

建物から残った 27 の柱と 9 つのトラスを保存し、補強

に必要な新しい部材はオリジナルのものと区別できるよ

う作られた。例えば、補強の鋳鉄トラスには「2008」と

刻印されている。 
鋳鉄柱に「H. & M. D. GRISSELL / REGENTS 

CANAL IRON WORKS / LONDON」（スラッシュ記号

は段切り替えの意。以下同様）という社名の刻印がみら

れた（写真 1.2）。この会社はこれまでの東南アジアを中

心とした研究調査においては確認できておらず、今回新

たに植民地へ鉄骨部材を輸出していたイギリスの製鉄会

社として認識した。 
2.2. NSW Parliament South Wing (Legislative Council) 

プレハブ式鋳鉄建築で教会としてシドニーに輸入され

たが、議会建築として 1856 年に建設された注 11)。現在も

立法審議会として使われている（写真 2.1）。オリジナル

の壁の波形鉄板は北側部分が現存しており、建物の内部

はプラスターボードで補強され、壁紙は元のものにな

らって作られた注 11)。西側の傍聴席（図 2.1.参照）はオ

リジナルの鋳鉄柱で支えられているが、構造を補強する

ために鋼梁が入れられている。 
鋳鉄柱や波形鉄板からは生産地を特定できるような刻

印等を確認できなかったが、北側外部（写真 2.2）から

柱（図 2.2）と波形鉄板（図 2.3）の実測を行った。 
2.3. Ultimo Road Underbridge 

NSW に現存する最も古い錬鉄橋で、1879 年に公共事

業局既設線部門のチーフエンジニアであったジョージ・

カウダリー(George Cowdery)の指揮で木造橋に代わっ

て掛け据えられたものである注 13)。錬鉄橋となった後、

機関車と車両の増加する重量に対応するため、1900 年頃

 
写真 2.1. NSW Parliament    写真 2.2. 北側の波形鉄板 
サウスウイング正面外観 

 
図 2.1. NSW Parliament サウスウイング平面図注 12) 

 
図 2.2. 柱形状（北側外部）実測図 

 
図 2.3. 波形鉄板実測図 
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に橋梁の下に 6 本の鋳鉄柱を挿入した注 13)。現在は歩行

者と自転車専用の橋として使用されている（写真 3.1）。 
鋳鉄柱の台座には「POPE MAHER & Co / DAR-

LINGTON IRONWORKS / SYDNEY」という刻印がみ

られ（写真 3.2）、国内で生産されたものだということが

分かる。この会社については、Sands DirectoryにてPope 
Maher and Co.という社名で掲載されていたのは 1892
年から 1904 年の間であった（表 3）。このことから、使

用されている鋳鉄柱が製造されたのはおおよそこの期間

であったことが推測でき、また鋳鉄柱が挿入されたのは

1900 年頃であるとの記録と整合性がある。 
2.4. Carriage works 

1882 年から 1897 年にかけて、前出のジョージ・カウ

ダリーによる設計でジョージ・フィッシュバーン

(George Fishburn) らによって建設され、ニューサウス

ウェールズ鉄道の車両工場として 1988 年まで使用され

た注 14)。現在はアートセンターとして使用されている。 

今回はメインエントランスから入ることができるパブ

リックスペース（Bay17, Bay19, Bay20 の北側部分）を

見学した。壁は煉瓦で、建物内部では鋳鉄柱や I 型鋼な

どがむき出しで見ることができる（写真 4.1）。異なる柱

の台座に、それぞれ「ATLAS / ENGINEERING. CO. LD 
/ SYDNEY. / 1887」（写真 4.2）、「MORT'S DOCK&. / 
ENGINEERING COY. / LIMITED. / SYDNEY. 1887.」
（写真 4.3）、「BLACKET&CO / ENGINEERS / N. S. W. 
/ CANTERBURY」（写真 4.4）という刻印、梁に

「OSTERMEYER DEWEZ&CO LD / ENGINEERS / 
PORT JACKSON IRON WORKS SYDNEY」（写真 4.5）
という社名を確認することができた。それぞれの社名を

Sands Directory で確認することができたが、その結果

は以下の通りである。 
Atlas Engineering 社については、鋳鉄柱の台座に確

認できた刻印では “CO. LD” (=Company Limited) の表

記があったが、Sands Directory の記載においてこの表

記であったのは 1884 年と 1885 年、1889 年と 1890 年

である（表 4）。また対象の鋳鉄柱では“1887”という

刻印もみられた。Sands Directoryでは1886年から1888
年は “Limited” が抜けているが、省略されていた可能性

もある。1887 年は会社の創設年ではないため、この年号

は鋳鉄柱の製造年である可能性も高い。 
Mort’s Dock and Engineering 社については、今回の

鋳鉄柱には “COY. LIMITED” と “1887” という表記が
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に橋梁の下に 6 本の鋳鉄柱を挿入した注 13)。現在は歩行

者と自転車専用の橋として使用されている（写真 3.1）。 
鋳鉄柱の台座には「POPE MAHER & Co / DAR-

LINGTON IRONWORKS / SYDNEY」という刻印がみ

られ（写真 3.2）、国内で生産されたものだということが

分かる。この会社については、Sands DirectoryにてPope 
Maher and Co.という社名で掲載されていたのは 1892
年から 1904 年の間であった（表 3）。このことから、使

用されている鋳鉄柱が製造されたのはおおよそこの期間

であったことが推測でき、また鋳鉄柱が挿入されたのは

1900 年頃であるとの記録と整合性がある。 
2.4. Carriage works 

1882 年から 1897 年にかけて、前出のジョージ・カウ

ダリーによる設計でジョージ・フィッシュバーン

(George Fishburn) らによって建設され、ニューサウス

ウェールズ鉄道の車両工場として 1988 年まで使用され

た注 14)。現在はアートセンターとして使用されている。 

今回はメインエントランスから入ることができるパブ

リックスペース（Bay17, Bay19, Bay20 の北側部分）を

見学した。壁は煉瓦で、建物内部では鋳鉄柱や I 型鋼な

どがむき出しで見ることができる（写真 4.1）。異なる柱
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/ SYDNEY. / 1887」（写真 4.2）、「MORT'S DOCK&. / 
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みられたが、この表記の社名であったのは 1879 年から

1883 年と 1888 年以降である（表 5）。1884 年から 1888
年は “Limited” が抜けているが省略された可能性もあ

り、1887 年は会社の創設年ではないため鋳鉄柱の製造年

である可能性が高い。 
Blacket 社については、社名変遷をみると “Blackett”と 

“Blacket” の 2通りの表記が存在したが、1890年から 1899
年の間が鋳鉄柱の刻印の表記と一致している。また業務種

別の変遷をみると、刻印にある “ENGINEERS” と表記さ

れているのは 1886 年と 1887 年、1890 年である（表 6）。
また、1888 年と 1889 年は掲載を確認できなかった。製造

年の特定は難しいが、この会社が存在していたと思われる

1886 年から 1899 年の間であることは推測できる。 
Ostermeyer Dewez 社については、今回の梁では “CO 

LD” “PORT JACKSON IRON WORKS” という表記と

なっており、社名変遷からみると 1887 年から 1889 年の

期間である可能性が高い（表 7）。 

2.5. Central Railway Station 

政府建築家ウォルター・リバティ・バーノン(Walter 
Liberty Vernon) によって設計され、1901 年から 1906
年にかけて NSW の公共事業局 によって建設された現

役の駅舎である注 15)。 
コンコースは半円筒天井の屋根が鋼トラスで支えられ

ている（写真 5.1）。外周に設けられた庇の垂木（写真 5.2）
に使われている I 型鋼には「???DINGHAM IRON & 
STEEL Co ENGLAND」（? は読解不可、写真 5.3）の

刻印が確認できた。これはイギリスの製鉄会社

Frodingham 社製のものと思われる。Frodingham Iron 
& Steel Co.という社名でイングランドのランカシャー

に 1891 年から 1910 年にかけて高炉を所有していた注 16)

ため、その間に製造された I 型鋼であると推測でき、こ

れは当駅が建設された時期と被っている。コンコース内

外に見られる雨樋は鋳鉄製で、その後の塗装ではっきり

と社名は確認できなかったが、特徴のあるひし形の刻印

が見られることから、イギリスの製鉄会社 Walter 
Macfarlane 社製のものと思われる（写真 5.4, 5.5）。 

1921 年に竣工した時計塔の上層部では、イギリスの製

鉄会社 Dorman, Long 社とオーストラリアの BHP 社の

刻印がある I 型鋼を確認することができた。 

3. メルボルンにおける植民地時代の鉄骨建築 

3.1. Porter Prefabricated Iron Store 

 現 Yarra Council Municipal Depot の敷地内に残され

ている Porter Prefabricated Iron Store は、鋳鉄柱や錬

鉄のフレームと波形鉄板の屋根・壁から成る長方形平面

の小屋である（写真 6.1）。建設年、元の所有者や所在地、

現在ノースフィッツロイに建てられている用途は明らか

でないが、1853～1856 年の間にイギリスでジョン・ヘ

ンダーソン・ポーター(John Henderson Porter) によっ

て製造されたものとされている注 17)。 

 
(上)写真 6.1. Porter Prefabricated  

Iron Store 外観 
(右)写真 6.2. 刻印がある鋳鉄柱 

出版年 社名
1883～1884 Ostermeyer, Dewez & Co.

1885 Ostermeyer, Dewez & Co., Limited
1886 Ostermeyer, Dewez and Co.

1887～1891
(1887)

(1888～1889)

Ostermeyer, Dewez and Co., Limited
 (Port Jackson Iron Works)
 (Port Jackson Iron Works, Ostermeyer Dewez and
Co., Limited)

1892～1896 Ostermeyer, Dewez and Co.
1897～1911 Ostermeyer, Dewez and Van Rompaey
1912～1915 Ostermeyer, Van Rompaey, and Co.

表 7. Sands DirectoryからみるOstermeyer Dewez社の社名変遷 

出版年 社名 内容
1886, 1887 Blackett and Co. engineers

1890 engineers and ironfounders
1891 ironfounders
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Blacket and Co.

表 6. Sands Directory からみる Blacket 社の社名変遷 
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 「J・H・PORTER・BIRMINGHAM・」という刻印

が鋳鉄柱より確認できた（写真 6.2）。同鋳鉄柱（図 6.1）
と波形鉄板（図 6.2）の実測を行った。 
3.2. Portable Iron Houses 

敷地内に 3 つの 19 世紀末のプレハブ式鉄製建築

（Patterson House, Abercrombie Cottage, Bellhouse）
が建っており、現在はナショナルトラストが管理してい

る。Patterson House はオリジナルの場所に現存してい

る（写真 7.1）。Bellhouse はエドワード・テイラー・ベ

ルハウス（Edward Taylor Bellhouse）が所有するイギ

リスのマンチェスターの Eagle Foundry で製造された

もので、初め 1854 年にフィッツロイに建設された注 18)

（写真 7.2）。Abercrombie Cottage はロンドンの製造業

者 Morewood & Rogers から 1853 年前後に輸入され、ス

コットランドからの移民であるアンドリュー・アバクロ

ンビー(Andrew Abercrombie)と妻、妻の姉と家族が

1860 年まで住んでいた注 18)。ノースメルボルンの Arden 
Street から現在の敷地へ移転された（写真 7.3）。 
 それぞれ波形鉄板と鋳鉄柱、小屋組（写真 7.4）から

構成されるが、製造会社の社名などといった刻印を見つ

けることはできなかった。 
3.3. All Saints Church Hall 

1855 年までには建てられており、所有者を変えながら

1880 年代までにウェスリー系メソジストの手に渡った

が、1936 年に Roman Catholic Trusts Corporation に売

られた注 19)。正面の石のファサードは 1872 年に加えられ

た注 20)。2008 年に修繕・改装が行われ、現在は All Saints 
Parish Hall というコミュニティセンターとして使用さ

れている（写真 8.1）。 
壁は鋳鉄柱のフレームと波形鉄板で構成されている。

鋳鉄柱の外側には「Edwin Maw, / Liverpool 」という刻

印が確認でき（写真 8.2）、イギリスから輸入されたこと

が分かる。中に入ることはできなかったが、外側から波

形鉄板の実測を行った（図 8）。 
3.4. Prefabricated Cottage 

1856 年から現在の敷地にあり、当時の敷地所有者で

1839 年にメルボルンにやってきたアイルランド人が、

1854 年にイングランドへ旅行した際オーストラリアに

輸入したとされている注 21)。イギリスのグラスゴーのロ

バート・ウォーカー(Robert Walker) による設計で、木

材と鉄製品を用いた移民に適したポータブルハウスとし

て 1852 年に特許を取ったシステムである注 21)。これに

よって迅速安価に建物を供給することができた。 
この建物はさねをつけたベースプレートにボルトで固
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定され、4 面に溝を持つ鋳鉄柱と、壁を形成する木製の

板から成る（写真 9.1, 9.2）。鋳鉄柱とベースプレートの

1 面を内部から実測した（図 9）。図のような溝が 4 面に

あり、特徴的な形状である。 

4. ジーロングにおける植民地時代の鉄骨建築 

4.1. Brown Brothers Store 

グラスゴーの Robertson & Lister が製造し、1853 年

に輸入業者で洋装店のワーレン・ヘイスティングス・ブ

ラウン(Warren Hastings Brown)に輸入され、1854 年に

現在の場所に建設された注 22)。波形鉄板で覆われており、

1 階は店舗、2 階は住居として使われていた注 22)。 
鋳鉄と木材の部品から成っていたファサードは改変さ

れ、現在は内部が改装途中である（写真 10）。T 形鋼が

柱として使用されており、これを含め他に波形鉄板、四

隅に使用されている柱の凹凸と幅を背面の外側から実測

した（図 10.1～図 10.3）。 
4.2. Corio Villa 

オーストラリアで最初のプレハブ式スチール・ハウス

で、1855 年に製造され 1856 年に建設された注 23)。スコッ

トランドの製鉄会社 Charles D. Young & Co が、グラス

ゴーの建築事務所 Bell & Miller にデザインを依頼して

製造されたものである注 23)。母屋の形はプロトタイプと

一致せず、図面をみることなく組み立てられたことが推

測されており注 23)、時代背景から技術者や労働力が不足

する中でも建てることができる住宅の需要があったと考

えられる。しかし、このようなスチール・ハウスは、オー

ストラリアの多湿で温暖な気候に合わなかったため、一

時的なブームに留まった注 24)。 
壁は波形鉄板で、透かし模様のプレートでできた角柱

や窓のサッシ、ドア、ポルティコなども鋳鉄の既製品で

できている（写真 11.1, 11.2）。社名などの刻印を確認す

ることはできなかった。 
4.3. Geelong Railway Station 

Victorian Railway のメルボルン―ジーロング線にお

いて、1857 年に建設された最初の駅に代わって 1877 年

に鉄道建設会社 Overend & Robb によって建設され

た注 25)。ホーム（iron frame train hall）は 1892 年に建

設されたとの記述もみられた注 26)。 
駅舎は隅棟屋根の煉瓦造だが、ホームの小屋組は鉄ト

ラスで、鋳鉄柱の上部にはブラケットなどのアイアン・

ワークもみられる（写真 12.1）。 
ホーム内の歩道橋部分にも鉄製品が使われており、柵

の手すり部分には「R HEAT & SONS LTD」という刻印
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写真 11.1. Corio Villa     写真 11.2. 

 柱と波形鉄板  
写真10. Brown Brothers Store      図10.1 波形鉄板実測図 

 
写真 9.1. Prefabricated Cottage 写真 9.2.鋳鉄の柱とドア枠 

図 9. 鋳鉄柱 下端側 実測図 

 

  

定され、4 面に溝を持つ鋳鉄柱と、壁を形成する木製の

板から成る（写真 9.1, 9.2）。鋳鉄柱とベースプレートの

1 面を内部から実測した（図 9）。図のような溝が 4 面に

あり、特徴的な形状である。 

4. ジーロングにおける植民地時代の鉄骨建築 

4.1. Brown Brothers Store 

グラスゴーの Robertson & Lister が製造し、1853 年

に輸入業者で洋装店のワーレン・ヘイスティングス・ブ

ラウン(Warren Hastings Brown)に輸入され、1854 年に

現在の場所に建設された注 22)。波形鉄板で覆われており、

1 階は店舗、2 階は住居として使われていた注 22)。 
鋳鉄と木材の部品から成っていたファサードは改変さ

れ、現在は内部が改装途中である（写真 10）。T 形鋼が

柱として使用されており、これを含め他に波形鉄板、四

隅に使用されている柱の凹凸と幅を背面の外側から実測

した（図 10.1～図 10.3）。 
4.2. Corio Villa 

オーストラリアで最初のプレハブ式スチール・ハウス

で、1855 年に製造され 1856 年に建設された注 23)。スコッ

トランドの製鉄会社 Charles D. Young & Co が、グラス

ゴーの建築事務所 Bell & Miller にデザインを依頼して

製造されたものである注 23)。母屋の形はプロトタイプと

一致せず、図面をみることなく組み立てられたことが推

測されており注 23)、時代背景から技術者や労働力が不足

する中でも建てることができる住宅の需要があったと考

えられる。しかし、このようなスチール・ハウスは、オー

ストラリアの多湿で温暖な気候に合わなかったため、一

時的なブームに留まった注 24)。 
壁は波形鉄板で、透かし模様のプレートでできた角柱

や窓のサッシ、ドア、ポルティコなども鋳鉄の既製品で

できている（写真 11.1, 11.2）。社名などの刻印を確認す

ることはできなかった。 
4.3. Geelong Railway Station 

Victorian Railway のメルボルン―ジーロング線にお

いて、1857 年に建設された最初の駅に代わって 1877 年

に鉄道建設会社 Overend & Robb によって建設され

た注 25)。ホーム（iron frame train hall）は 1892 年に建

設されたとの記述もみられた注 26)。 
駅舎は隅棟屋根の煉瓦造だが、ホームの小屋組は鉄ト

ラスで、鋳鉄柱の上部にはブラケットなどのアイアン・

ワークもみられる（写真 12.1）。 
ホーム内の歩道橋部分にも鉄製品が使われており、柵

の手すり部分には「R HEAT & SONS LTD」という刻印

 
図 10.2.T 形鋼（柱）実測図  図 10.3.背面 1 階柱幅実測図 

 
写真 11.1. Corio Villa     写真 11.2. 

 柱と波形鉄板  
写真10. Brown Brothers Store      図10.1 波形鉄板実測図 

 
写真 9.1. Prefabricated Cottage 写真 9.2.鋳鉄の柱とドア枠 

図 9. 鋳鉄柱 下端側 実測図 

芸術工学研究 Vol. 29, 2018 17



 

  

がみられた（写真 12.2）。Sands Directory において社名

変遷をみると、1894 年から 1913 年の間の表記と一致し

ている（表 8）。ホームが 1892 年に建設されたとすると

年代に若干ずれが生じるが、この歩道橋が後から追加で

設置された可能性もある。 
鋳鉄柱の台座には「HUMBLE & / NICHOLSON / 

GEELONG 1882?」（塗装が厚く語尾の年代は判別が難

しい）という刻印がみられた（写真 12.3）。Humble & 
Nicholson はジーロングの鋳造所 Vulcan Foundry を

1866 年までに買収し、大規模な政府契約によって成功し

た会社で、ウールプレスなどの機械も製造していた注 27)。 

5. おわりに 
オーストラリアの植民地期建築は、設計者や所有者の

追跡調査や歴史などのデータはまとめられているが、使

用されている鉄骨部材に関する記述はあまりみられない。

オーストラリアでは歴史的建造物の保存活動が進んでお

り、また文献史料などの情報が豊富に残っているため、

鉄骨考古学を使用しなくとも植民地期建築の年代特定が

可能である場合が多い。鉄骨考古学は、文献史料等の少

ないバングラデシュやインド、ミャンマーといった国に

おける植民地期建築の年代特定における必要性が高い。 
今回は Sands Directory という住所録を遡ってみるこ

とで、オーストラリア、特にシドニー周辺の製鉄会社の

社名変遷を追うことができ、これは社名の刻印等がつい

ている鉄骨部材の製造年代を特定する手掛かりとなった

が、社名の表記揺れや表記ミスの可能性が捨てきれず、

住所録のみで鉄骨部材の製造年代を特定することは難し

いと考えられる。しかし、おおよその年代を推計するに

は十分参考になり、炉の所有記録や登記簿など他の複数

の資料と併用して製造年代の特定を行うことができる可

能性が高い。 
今回の調査で新たに確認できたイギリスの製鉄会社に

おいても更に情報を追うことで、当時の生産体制や植民

地に輸出する等という形で影響を及ぼしていたイギリス

の製鉄会社の一部を把握することができる。オーストラ

リアの植民地期建築は建設年代が特定できているものが

多く、そういった製鉄会社の製品がどの年代の植民地期

建築に使用されているかがひとつの目安となるため、他

の旧イギリス植民地で同じ会社の製品が見つかれば、ほ

かの情報と合わせてその植民地期建築の編年に活かせる

可能性がある。引き続き確認できた製鉄会社などの情報

収集や分析を進めていく必要がある。 
3 章と 4 章では主にビクトリアのゴールドラッシュ期

に需要があったプレハブ式鉄製建築の流れをみた。この

頃の波形鉄板は技術的に発展途上で構造体にはならな

かったため、フレームとなる鋳鉄柱やトラスが必要であ

り、そのような鋳鉄柱には製造会社の刻印がある場合も

あった。また流刑植民地として始まったシドニーと異な

り一般入植者によって発展していったメルボルンでは、

イギリスからの移民が、イギリスから直接プレハブ式建

築を輸入する例も多い印象を受けた。 
 
 
 
参考文献 

1) 矢野 温子・井上 朝雄 ・谷 正和・田上 健一・岸 泰子・土屋 潤・

熊坂 歩美（2016）「鉄骨考古学によるイギリス植民地時代の建築年

代特定に関する研究 その 1 イギリスから東南アジア植民地への

人と物の流れ」日本建築学会研究報告.九州支部.1, 計画系, 56 号, 
2017-03, pp.609-612 

2) 熊坂 歩美・谷 正和・井上 朝雄・田上 健一・岸 泰子・土屋 潤・矢

野 温子（2016）「鉄骨考古学によるイギリス植民地時代の建築年代

特定に関する研究 その 2 鉄骨と鉄製建築部材の意匠的特徴に関

する考察」日本建築学会研究報告.九州支部.1, 計画系, 56号, 2017-03, 
pp.613-616 

 
写真 12.1. Geelong Railway Station ホーム 

 
写真 12.2. ホーム内歩道橋の柵   写真 12.3.  

鋳鉄柱台座 

年 所有者名
1860 F. Heath

1861～1867 Robert Heath
1868～1893 Robert Heath & Sons
1894～1913 Robert Heath & Sons Ltd
1921～1928 Robert Heath & Low Moor Ltd

表 8. Sands Directory からみる Robert Heath 社の社名変遷 

 

  

がみられた（写真 12.2）。Sands Directory において社名

変遷をみると、1894 年から 1913 年の間の表記と一致し

ている（表 8）。ホームが 1892 年に建設されたとすると

年代に若干ずれが生じるが、この歩道橋が後から追加で

設置された可能性もある。 
鋳鉄柱の台座には「HUMBLE & / NICHOLSON / 

GEELONG 1882?」（塗装が厚く語尾の年代は判別が難

しい）という刻印がみられた（写真 12.3）。Humble & 
Nicholson はジーロングの鋳造所 Vulcan Foundry を

1866 年までに買収し、大規模な政府契約によって成功し

た会社で、ウールプレスなどの機械も製造していた注 27)。 

5. おわりに 
オーストラリアの植民地期建築は、設計者や所有者の

追跡調査や歴史などのデータはまとめられているが、使

用されている鉄骨部材に関する記述はあまりみられない。

オーストラリアでは歴史的建造物の保存活動が進んでお

り、また文献史料などの情報が豊富に残っているため、

鉄骨考古学を使用しなくとも植民地期建築の年代特定が

可能である場合が多い。鉄骨考古学は、文献史料等の少

ないバングラデシュやインド、ミャンマーといった国に

おける植民地期建築の年代特定における必要性が高い。 
今回は Sands Directory という住所録を遡ってみるこ

とで、オーストラリア、特にシドニー周辺の製鉄会社の

社名変遷を追うことができ、これは社名の刻印等がつい

ている鉄骨部材の製造年代を特定する手掛かりとなった

が、社名の表記揺れや表記ミスの可能性が捨てきれず、

住所録のみで鉄骨部材の製造年代を特定することは難し

いと考えられる。しかし、おおよその年代を推計するに

は十分参考になり、炉の所有記録や登記簿など他の複数

の資料と併用して製造年代の特定を行うことができる可

能性が高い。 
今回の調査で新たに確認できたイギリスの製鉄会社に

おいても更に情報を追うことで、当時の生産体制や植民

地に輸出する等という形で影響を及ぼしていたイギリス

の製鉄会社の一部を把握することができる。オーストラ

リアの植民地期建築は建設年代が特定できているものが

多く、そういった製鉄会社の製品がどの年代の植民地期

建築に使用されているかがひとつの目安となるため、他

の旧イギリス植民地で同じ会社の製品が見つかれば、ほ

かの情報と合わせてその植民地期建築の編年に活かせる

可能性がある。引き続き確認できた製鉄会社などの情報

収集や分析を進めていく必要がある。 
3 章と 4 章では主にビクトリアのゴールドラッシュ期

に需要があったプレハブ式鉄製建築の流れをみた。この

頃の波形鉄板は技術的に発展途上で構造体にはならな

かったため、フレームとなる鋳鉄柱やトラスが必要であ

り、そのような鋳鉄柱には製造会社の刻印がある場合も

あった。また流刑植民地として始まったシドニーと異な

り一般入植者によって発展していったメルボルンでは、

イギリスからの移民が、イギリスから直接プレハブ式建

築を輸入する例も多い印象を受けた。 
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